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６ 下の図のように，2 つの点Ａ，Ｂがスタート地点Ｓを同時に出発して，円の周りを

矢印の方向に回り続けます。ＡとＢが初めて重なった 15 分後にＢは初めてＳにもど

り，その 45 分後にＡとＢは再び重なりました。

(1) ＡとＢが初めて重なったのは，2 つの点が出発してから何分後ですか。

(2) ＡとＢの速さの比は何対何ですか。

(3) 三角形ＳＡＢが初めて正三角形になるのは，2 つの点が出発してから何分後です

か。
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(1) ＡとＢが初めて重なってから次に重なるまで 15 ＋ 45 ＝ 60 分かかるので，

スタートしてから，初めて重なるまでにかかる時間も 60 分。

よって，ＡとＢが初めて重なったのは 2 点が出発してから 60 分後 です。

(2) ＡとＢは地点Ｓを出発して 60 分後に出会い，また，Ｂは円を 1 周するのに

60 ＋ 15 ＝ 75 分かかる。よって，円 1 周の長さを 60 と 75 の最小公倍数の 300 と

すると，ＡとＢの速さの和は 300 ÷ 60 ＝ 5/分，

Ｂの速さは 300 ÷ 75 ＝ 4/分となるので，

Ａの速さは 5 － 4 ＝ 1/分。

よって，ＡとＢの速さの比は 1：4 です。

(3) 右図のように円周を 3 等分する点をＳ，Ｔ，Ｕとすると，

△ＳＡＢが正三角形になるのは，Ａ，Ｂのうち一方がＴ，

他方がＵの位置にくるとき。

円 1 周の長さを 300 とすると，円周の長さの 3 等分は

300 ÷ 3 ＝ 100。Ａはこの長さを 100 ÷ 1 ＝ 100 分，

Ｂは 100 ÷ 4 ＝ 25 分かかり，また，円を 1 周するのにＡは

300 ÷ 1 ＝ 300 分，Ｂは 75 分かかるので，

ＡがＵ，Ｔにくるのは，出発してから順に

100 分後，200 分後，400 分後，500 分後，･･･

ＢがＴ，Ｕにくるのは出発してから順に･･

25 分後，50 分後，100 分後，125 分後，･･となるので，

100 分後に，ＡがＵ，ＢがＴにくるので，適する。

よって，△ＳＡＢが初めて正三角形になるのは 2 点が出発してから

100 分後 です。
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